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「
始
皇
帝
の
死
」
と 

「

始

皇

帝

陵

考

」 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

粟 

光
行 

    

１ 

始

皇

帝

の

死 

始

皇

３

７

（

Ｂ

Ｃ

２

１

０

）

年

、

始

皇

帝

は

第

５

回

目

の

巡

幸

に

出

発

し

た

。 

こ

の

巡

幸

の

前

年

、
「

始

皇

死

而

地

分

（

始

皇

帝

死

し

て

地

分

か

る

・

・

・

始

皇

帝

が

死

ん

で

領

土

が

分

割

さ

れ

る

）
」

の

６

文

字

が

刻

ま

れ

た

隕

石

が

堕

ち

て

き

た

。 

始

皇

帝

は

気

に

な

り

占

っ

た

と

こ

ろ

「

巡

幸

す

れ

ば

吉

」

の

卦

が

出

た

。 

東

方

の

中

原

と

呼

ば

れ

る

広

大

な

地

域

の

人

心

収

攬

の

た

め

に

も

始

皇

帝

の

巡

幸

は

必

要

で

あ

っ

た

。

そ

こ

で

丞

相

の

李

斯

（

リ

シ

）

と

末

子

の

胡

亥

（

コ

ガ

イ

）

を

同

行

し

て

冬

１

０

月

に

首

都

咸

陽

を

発

っ

た

。 

始

皇

帝

は

馬

車

に

揺

ら

れ

会

稽

か

ら

呉

へ

、

春

の

江

南

へ

長

江

を

下

り

、

夏

山

東

半

島

の

黄

海

の

海

岸

沿

い

に

進

み

琅

邪

（

ロ

ウ

ヤ

）

へ

。 

始

皇

帝

は

斉

や

燕

で

流

行

し

て

い

た

方

術
（
「

不

老

不

死

の

薬

」
を

持

ち

空

中

を 

        

飛

翔

す

る

「

仙

人

」

の

術

）

に

興

味

を 

持

ち

、

方

士

の

徐

福

（

ジ

ョ

フ

ク

）

に

「

不

老

不

死

の

仙

薬

」

の

探

索

を

命

じ

て

い

た

。
琅

邪

へ

は

徐

福

に

命

じ

た
「

不

老

不

死

の

仙

薬

」
を

得

る

為

で

あ

っ

た

。

し

か

し

徐

福

は

大

鮫

に

阻

ま

れ
「

仙

薬

」

を

得

る

事

が

出

来

ず

再

度

出

か

け

る

と

い

う

。

そ

の

夜

始

皇

帝

は

人

の

姿

を

し

た

海

神

と

戦

っ

た

夢

を

見

た

。

こ

の

夢

を

占

う

と

「

夢

は

凶

。

こ

れ

を

取

り

除

く

た

め

に

は

、

大

魚

を

一

匹

で

も

射

殺

せ

ば

吉

に

な

り

ま

す

」

と

占

夢

博

士

は

答

え

た

。

山

東

の

海

辺

の

厳

し

い

日

差

し

の

中

、

始

皇

帝

は

舟

を

出

し

大

魚

を

求

め

た

。

や

っ

と

大

魚

を

発

見

し

自

ら

弩

を

放

し

仕

留

め

る

事

が

で

き

た

。 

 

北

国

育

ち

の

始

皇

帝

に

と

っ

て

夏

の

盛

り

、

山

東

の

海

辺

の

厳

し

い

日

差

し

に

疲

れ

を

覚

え

た

。

生

来

虚

弱

の

始

皇

帝

は

こ

の

広

い

国

土

の

長

旅

は

か

な

り

無

理

を

し

て

い

た

。

早

く

咸

陽

へ

帰

り

た

い

と

思

っ

た

。

こ

の

度

の

巡

幸

は

隕
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石

に

刻

ま

れ

た

「

始

皇

死

而

地

分

」

の

６

文

字

に

対

し

、「

巡

幸

す

れ

ば

吉

」
の

占

夢

博

士

の

言

葉

を

信

じ

、

長

年

の

天

下

統

一

の

精

神

的

重

圧

か

ら

体

調

に

少

し

不

安

が

あ

っ

た

が

琅

邪

に

行

け

ば

徐

福

が

持

ち

帰

る

で

あ

ろ

う

「

不

老

不

死

の

仙

薬

」

を

手

に

す

る

事

が

出

来

る

と

の

希

望

か

ら

で

あ

っ

た

。

し

か

し

「

不

老

不

死

の

仙

薬

」
を

得

る

事

が

出

来

ず

、

体

調

は

良

く

な

い

。

咸

陽

へ

の

帰

国

の

途

中

、

斉

の

平

原

県

ま

で

来

た

が

病

床

に

伏

し

た

。

病

気

は

日

増

し

に

重

く

な

り

、

始

皇

帝

の

頭

に

「

死

」

と

い

う

言

葉

が

現

実

を

帯

び

て

感

じ

ら

れ

た

。 

天

下

は

統

一

し

た

が

ま

だ

流

動

的

で

あ

る

。

天

下

が

固

ま

っ

て

い

れ

ば

優

秀

な

補

佐

が

つ

け

ば

何

と

か

治

ま

る

が

、

秦

帝

国

は

ま

だ

固

ま

っ

て

い

な

い

。

し

っ

か

り

者

の

長

男

扶

蘇

は

北

方

蒙

恬

将

軍

の

下

に

い

る

。

始

皇

帝

は

死

を

悟

り

、

扶

蘇

に

「

軍

は

蒙

括

に

任

せ

、

咸

陽

に

戻

り

、

わ

が

棺

を

迎

え

葬

れ

」

と

の

詔

書

を

書

い

た

。

始

皇

帝

は

後

を

扶

蘇

に

託

し

た

詔

書

に

王

爾

を

押

し

、

宦

官

の

趙

高

（

チ

ョ

ウ

コ

ウ

）

に

渡

し

た

。 

始

皇

帝

は

７

月

、

５

０

歳

で

沙

邱

（

サ

キ

ュ

ウ

）

で

崩

じ

た

。 

 

２ 

二

世

皇

帝

胡

亥 

 

始

皇

帝

に

は

２

０

数

名

の

子

供

が

い

る

が

、

ま

だ

後

継

者

は

指

名

さ

れ

て

い

な

い

。

丞

相

の

李

斯

は

公

子

間

で

争

い

が

起

き

動

乱

に

な

る

事

を

恐

れ

、

崩

御

を

秘

密

に

し

、
喪

を

発

表

し

な

か

っ

た

。 

始

皇

帝

の

死

を

極

秘

に

す

る

た

め

、

お

棺

は

窓

を

閉

め

れ

ば

温

か

く

、

開

け

れ

ば

涼

し

い

轀

輬

車
（

オ

ン

リ

ョ

ウ

シ

ャ

）

に

乗

せ

、

宦

官

を

同

乗

さ

せ

、

こ

れ

を

始

皇

帝

に

仕

立

て

生

前

と

同

じ

よ

う

に

食

事

さ

せ

、

奉

書

を

決

済

さ

せ

た

。 
こ

の

事

を

知

っ

て

い

る

の

は

末

子

の

胡

亥

と

宦

官

趙

高

と

始

皇

帝

側

近

の

ご

く

少

数

の

宦

官

だ

け

で

あ

っ

た

。

宦

官

趙

高

は

扶

蘇

に

賜

っ

た

詔

書

を

手

に

胡

亥

に

皇

帝

に

な

る

こ

と

を

迫

り

、

承

諾

さ

せ

た

。 

始

皇

帝

と

秦

帝

国

を

作

り

上

げ

た

氶

相

の

李

斯

に

宦

官

趙

高

は

「

扶

蘇

に

宛

て

た

書

簡

と

王

爾

が

胡

亥

の

手

元

に

あ

り

ま

す

。

扶

蘇

が

皇

帝

に

な

れ

ば

蒙

恬

を

宰

相

に

任

命

し

、

貴

方

の

出

る

幕

は

な

く

、

生

命

さ

え

危

う

い

で

し

ょ

う

、

胡

亥

を

位

に

就

け

る

方

が

得

策

で

す

」

と

迫

る

が

季

斯

は

拒

否

し

た

。 

趙

高

の

「

今

や

天

下

の

権

は

胡

亥

に

あ

り

、

胡

亥

の

心

を

そ

の

気

に

さ

せ

る

事

が

出

来

る

の

は

私

だ

け

で

す

。

今

こ

の

謀

に

従

わ

な

け

れ

ば

禍

は

子

孫

に

及

び

将

来

心

胆

を

寒

く

す

る

事

に

な

り

ま

す

」 

と

の

脅

迫

に

屈

し

、

李

斯

は

趙

高

の

謀
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略

に

手

を

貸

す

事

と

な

っ

た

。

そ

こ

で

３

人

は

密

か

に

謀

り

、

始

皇

帝

の

封

じ

た

公

子

扶

蘇

へ

の

詔

書

を

破

り

、

胡

亥

を

皇

太

子

と

す

る

始

皇

帝

の

遺

詔

を

丞

相

李

斯

が

沙

邱

で

受

け

た

と

偽

り

、

胡

亥

を

皇

太

子

に

立

て

、

扶

蘇

と

蒙

括

の

２

人

に

は

死

を

賜

る

詔

書

を

偽

造

し

て

使

者

を

出

し

た

。

扶

蘇

と

蒙

括

が

命

令

通

り

自

殺

す

る

ま

で

始

皇

帝

の

死

は

伏

せ

て

お

か

ね

ば

な

ら

な

い

。

始

皇

帝

の

棺

は

轀

輬

車

に

乗

せ

、

怪

し

ま

れ

な

い

よ

う

に

宦

官

を

１

人

乗

せ

３

度

の

食

事

を

食

べ

さ

せ

、

容

器

を

空

に

さ

せ

た

。

し

か

し

始

皇

帝

の

死

は

７

月

、

死

臭

が

漂

い

始

め

た

。

そ

こ

で

皇

帝

は

こ

の

地

の

魚

が

殊

の

ほ

か

気

に

入

り

、

塩

漬

け

に

し

た

魚

を

大

量

に

持

ち

帰

り

た

い

と

命

じ

た

と

言

っ

て

、

死

臭

を

塩

漬

け

に

し

た

魚

の

悪

臭

で

誤

魔

化

し

、

咸

陽

に

た

ど

り

着

い

た

。 

偽

造

さ

れ

た

詔

書

を

受

け

取

っ

た

扶

蘇

は

自

殺

し

よ

う

と

す

る

の

を

、

蒙

括

は

偽

り

の

使

者

か

と

疑

い

推

し

留

め

た

が

、 

扶

蘇

は

「

父

か

ら

死

を

賜

っ

た

、

子

と

し

て

恩

赦

を

請

え

る

の

か

」

と

言

っ

て

自

殺

し

た

。

蒙

括

に

は

弟

蒙

毅

が

大

罪

を

犯

し

た

と

で

っ

ち

上

げ

蒙

括

も

連

座

さ

せ

て

殺

し

た

。

胡

亥

・

趙

高

・

李

斯

の

３

人

は

安

堵

し

て

始

皇

帝

の

喪

を

発

表

し

、

胡

亥

が

二

世

皇

帝

と

な

っ

た

。 

３ 

驪

山

始

皇

帝

陵 

 

始

皇

帝

陵

は

西

安

の

東

、

驪

山

（

リ

ザ

ン

）

北

麓

に

あ

る

。

始

皇

帝

は

首

都

咸

陽

か

ら

、

こ

の

驪

山

ま

で

閣

道

（

カ

ク

ド

ウ

）

と

呼

ぶ

専

用

の

行

幸

道

を

造

っ

た

。

始

皇

帝

陵

の

中

心

墳

丘

は

東

西

３

４

５

Ｍ

、

南

北

３

５

０

Ｍ

、

高

さ

４

３

Ｍ

で

ほ

ぼ

方

形

こ

の

墳

丘

を

取

囲

む

内

域

（

内

郭

）

は

ほ

ぼ

方

形

で

東

西

５

７

８

Ｍ

、

南

北

６

８

４

Ｍ

で

３

方

に

門

の

跡

が

あ

る

。
外

域

は

東

西

９

７

４

Ｍ

、

南

北

２

１

７

３

Ｍ

の

細

長

い

長

方

形

で 

内

郭

は

外

域

の

中

心

よ

り

南

に

寄

り

北

半

分

は

大

き

な

空

間

が

あ

る

。

内

域

・

外

域

の

城

壁

は

黄

土

を

強

く

叩

き

乾

燥

さ

せ

た

版

築

と

呼

ぶ

煉

瓦

を

使

用

し

た

。 

墳

墓

は

地

下

３

０

Ｍ

、

地

下

１

０

階

ほ

ど

の

深

さ

に

掘

り

下

げ

た

穴

の

中

に

地

下

宮

殿

・

望

楼

・

百

官

の

席

・

倉

庫

等

の

全

て

の

物

が

備

わ

っ

て

い

た

。

地

下

宮

殿

は

東

西

１

７

０

Ｍ

、

南

北

１

４

５

Ｍ

の

長

方

形

で

そ

の

中

に

墓

室

が

あ

る

。

こ

の

墓

室

は

石

灰

岩

の

厚

い

壁

で

覆

わ

れ

、

太

陽

熱

は

届

か

ず

地

温

は

常

に

１

０

度

前

後

で

一

定

し

て

い

る

。

盗

掘

す

る

者

が

あ

れ

ば

自

然

に

矢

が

飛

び

出

す

装

置

を

施

し

て

あ

っ

た

。 

始

皇

帝

の

遺

骸

が

こ

の

驪

山

に

葬

ら

れ

た

の

は

Ｂ

Ｃ

２

１

０

年

９

月

、

始

皇

帝

の

崩

御

２

月

後

で

あ

っ

た

。

こ

の

陵

墓
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は

始

皇

帝

の

死

後

、

４

年

目

に

項

羽

の

軍

に

暴

か

れ

て

埋

葬

品

は

持

ち

去

ら

れ

た

。

そ

の

後

迷

い

込

ん

だ

羊

を

追

っ

た

牧

童

が

地

下

宮

殿

を

焼

い

た

と

言

う

。 

 

４ 

兵

馬

俑

（

ヨ

ウ

）

の

発

見 

 

１

９

７

４

年

外

域

の

東

１

・

５

Ｋ

Ｍ

の

場

所

で

始

皇

帝

の

死

後

を

守

る

兵

馬

俑

坑

が

発

見

さ

れ

た

。 

兵

馬

俑

坑

は

４

つ

の

坑

か

ら

な

っ

て

い

る

。

１

号

坑

は

歩

兵

・

戦

車

兵

混

合

の

主

力

軍

、

２

号

坑

は

軌

道

部

隊

、

３

号

坑

は

指

揮

部

、

４

号

坑

は

未

完

成

で

何

も

埋

め

て

い

な

い

。

兵

馬

俑

は

全

て

が

発

掘

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

が

、

既

存

の

発

掘

面

積

の

兵

馬

俑

の

密

度

か

ら

、

１

号

坑

は

約

６

０

０

０

体

、

１

～

３

号

坑

の

全

て

を

合

わ

せ

る

と

８

０

０

０

体

あ

る

と

言

わ

れ

て

い

る

。 

兵

馬

俑

の

顔

は

一

体

一

体

モ

デ

ル

が

あ

る

か

の

よ

う

に

誠

に

個

性

的

で

、

豊

富

な

髯

を

蓄

え

た

者

、

額

に

し

わ

を

寄

せ

て

い

る

者

、

何

か

語

ろ

う

と

す

る

者

，

西

方

系

の

者

、

西

域

人

、

北

方

の

遊

牧

民

族

等

々

様

々

で

あ

る

。

ま

た

内

域

、

墳

丘

の

麓

の

６

号

陪

葬

義

坑

か

ら

は

長

冠

を

か

ぶ

り

、

手

を

前

で

組

み

袖

に

入

れ

、

毛

筆

で

書

い

た

竹

簡

の

文

字

を

修

正

時

に

竹

簡

を

削

る

小

刀

と

砥

石

を

腰

に

下

げ

た

８

体

の

文

官

俑

が

出

土

し

た

。 

ま

た

２

０

０

０

年

に

外

域

の

東

北

の

地

下

で

、

青

銅

製

の

鶴

・

白

鳥

・

雁

等

の

水

鳥

や

、

そ

れ

を

飼

育

す

る

官

吏

の

俑

が

あ

る

水

鳥

坑

（

７

号

坑

）

が

発

見

さ

れ

た

。 

 

５ 

私

の

「

始

皇

帝

陵
考

」 

（

始

皇

帝

陵

の

範

囲
拡

大

） 

明

治

末

期

頃

ま

で

は

始

皇

帝

陵

の

遠

景

の

写

真

が

あ

る

だ

け

で

、

墳

丘

の

測

量

図

等

は

な

く

、

周

囲

は

麦

畑

や

何

処

に

で

も

あ

る

農

村

の

田

舎

風

景

が

続

き

、

地

上

に

は

何

の

目

印

も

な

か

っ

た

ら

し

い

。

と

こ

ろ

が

１

９

７

４

年

外

域

の

東

１

・

５

Ｋ

Ｍ

の

西

揚

（

セ

イ

ヨ

ウ

）

村

で

農

民

が

井

戸

を

掘

っ

て

い

る

と

等

身

大

の

陶

製

の

人

物

像

、

陶

俑

を

発

掘

し

た

。

そ

れ

が

動

機

と

な

り

発

掘

調

査

が

行

わ

れ

た

。

始

皇

帝

陵

は

墳

丘

だ

け

の

認

識

か

ら

内

郭

と

外

郭

を

備

え

る

都

市

構

造

へ

拡

が

り

、

外

郭

の

外

の

俑

坑

群

へ

拡

大

し

、

現

在

で

は

予

想

の

つ

か

な

い

超

広

大

な

墓

陵

へ

と

拡

が

っ

た

。 

 

（

な

ぜ

広

大

な

始

皇

帝

陵

を

造

営

し

た

の

か

？

） 

 

始

皇

帝

陵

は

秦

の

都

咸

陽

か

ら

東

方

５

０

Ｋ

Ｍ

離

れ

た

驪

山

の

麓

に

あ

る

。 

近

く

に

は

玄

宗

皇

帝

と

楊

貴

妃

で

有

名

な

温

泉

華

清

池

が

あ

り

、

驪

山

の

離

宮
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は

あ

る

が

日

常

の

居

住

地

で

は

な

い

。

ど

う

し

て

始

皇

帝

は

都

咸

陽

か

ら

遠

い

、

こ

の

地

に

自

分

の

陵

墓

を

造

営

し

よ

う

と

思

っ

た

の

か

？ 

こ

れ

は

始

皇

帝

の

出

生

に

原

因

が

あ

る

と

私

は

思

う

。 

当

時

の

王

墓

や

諸

侯

の

陵

墓

は

都

の

隣

接

地

に

一

族

の

者

や

将

軍

等

の

陪

墳

を

伴

う

古

墳

群

を

形

成

し

て

い

る

の

が

通

常

で

、

秦

王

室

の

陵

墓

も

首

都

咸

陽

の

周

辺

に

あ

っ

た

。 

始

皇

帝

は

秦

王

荘

襄

王

の

子

と

さ

れ

る

が

、

荘

襄

王

が

子

楚

と

い

っ

て

趙

の

人

質

と

し

て

邯

鄲

に

居

た

時

、

韓

の

大

商

人

呂

不

韋

（

リ

ョ

フ

イ

）

は

「

奇

貨

居

く

べ

し

」

と

子

楚

を

援

助

し

た

。

当

時

呂

不

韋

は

邯

鄲

で

美

女

と

同

棲

し

て

い

た

が

、

子

楚

が

彼

女

を

見

染

め

た

。 

そ

の

時

彼

女

は

呂

不

韋

の

子

を

妊

娠

し

て

い

た

が

、

秘

し

て

子

楚

に

献

じ

た

。 

そ

の

子

、

政

が

後

の

始

皇

帝

で

あ

る

。 

子

楚

は

呂

不

韋

の

助

力

に

よ

り

孝

文

帝

の

太

子

と

な

り

、

即

位

し

て

荘

襄

王

と

な

っ

た

が

３

年

で

崩

御

し

た

。 

政

は

秦

王

に

即

位

す

る

。

秦

王

政

は

呂

不

韋

を

宰

相

と

し

て

内

政

を

任

せ

た

。 

秦

王

政

は

母

太

后

の

淫

欲

か

ら

生

じ

た

「

嫪

ア

イ

（

ロ

ウ

ア

イ

）

事

件

」

に

よ

り

、

自

分

の

出

生

の

秘

密

を

知

る

。

こ

の

時

秦

王

政

は

自

分

が

秦

王

室

と

は

血

の

繋

が

り

が

無

い

こ

と

を

悟

り

、

秦

王

室

の

墳

墓

に

祀

ら

れ

る

事

を

諦

め

、

秦

の

都

咸

陽

か

ら

５

０

Ｋ

Ｍ

も

離

れ

た

驪

山

の

麓

に

、
自

分

を

祖

と

す

る

秦
（

帝

）

室

の

墳

墓

の

造

営

を

考

え

た

。

そ

の

た

め

始

皇

帝

は

自

分

以

前

の

者

を

祀

る

必

要

が

な

く

、

自

分

が

祖

で

あ

る

か

ら

単

独

の

超

大

型

の

陵

墓

を

造

営

す

る

事

に

し

た

の

で

あ

ろ

う

。 

 

（

始

皇

帝

陵

は

何

時
造

ら

れ

た

か

？

） 

 
私

は

こ

の

始

皇

帝

陵

が

、
地

下

宮

殿

、

兵

馬

俑

坑

が

何

時

造

ら

れ

た

か

興

味

を

持

つ

。
「

史

記

」

の

「

秦

始

皇

帝

本

紀

」

に

は

始

皇

帝

が

即

位

し

た

時

、

陵

を

造

る

た

め

驪

山

の

麓

に

穴

を

掘

り

、

天

下

統

一

に

お

よ

び

天

下

の

徒

刑

者

７

０

余

万

人

を

労

役

し

た

と

あ

る

。 

陵

を

驪

山

の

麓

に

決

め

た

の

は

即

位

後

間

も

な

く

自

分

の

出

生

を

知

っ

た

時

、

ま

た

本

格

的

に

造

営

を

始

め

た

の

は

天

下

統

一

後

で

あ

ろ

う

。 

天

下

統

一

後

の

始

皇

帝

に

と

っ

て

の

大

問

題

は

亡

国

の

残

存

兵

力

・

捕

虜

の

処

理

で

あ

っ

た

。

こ

れ

ら

の

兵

が

反

抗

す

れ

ば

帝

国

崩

壊

の

恐

れ

が

あ

る

。 

私

は

始

皇

帝

の

造

営

は

６

国

の

残

存

兵

力

、

捕

虜

の

処

分

の

一

貫

で

あ

っ

た

と

考

え

る

。 

 

（

４

号

坑

は

何

故

な

に

も

埋

ま

っ

て

い
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な

い

の

か

？

） 

 

私

は

４

号

坑

に

は

な

に

も

埋

ま

っ

て

な

い

事

が

気

に

な

る

。

８

体

の

文

官

俑

が

出

土

し

た

６

号

陪

葬

坑

は

墳

丘

の

麓

、

始

皇

帝

陵

造

営

の

早

い

時

期

、

始

皇

帝

の

命

に

よ

り

創

造

さ

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

で

中

心

の

墳

丘

、

内

域

地

、

地

下

宮

殿

は

ほ

ぼ

完

成

し

た

。

そ

し

て

外

域

お

よ

び

外

域

周

辺

の

造

営

に

着

手

、

そ

の

１

つ

と

し

て

外

域

の

東

北

に

青

銅 

                    

製

の

鶴

・

白

鳥

・

雁

お

よ

び

水

鳥

を

飼

育

す

る

官

史

の

俑

の

水

鳥

坑

を

作

成

し

た

の

で

あ

ろ

う

。

始

皇

帝

の

天

下

統

一

時

の

戦

陣

・

始

皇

帝

死

後

の

咸

陽

を

防

衛

す

る

軍

隊

の

兵

馬

俑

を

大

量

に

造

営 

す

る

に

は

水

鳥

坑

の

よ

う

に

青

銅

製

で

は

手

間

と

費

用

が

掛

か

る

。

そ

こ

で

陶

に

よ

る

兵

馬

俑

の

作

成

と

し

た

の

で

あ

ろ

う

。

１

～

３

号

坑

は

合

わ

せ

て

８

０

０

０

体

の

兵

馬

俑

は

、

始

皇

帝

の

命

に 
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よ

り

、

始

皇

帝

の

生

存

時

お

よ

び

二

世

皇

帝

に

よ

り

造

営

さ

れ

た

。

そ

し

て

４

号

坑

に

は

何

も

埋

め

て

い

な

い

。 

４

号

坑

が

空

な

の

は

二

世

皇

帝

時

に

陳

勝

・

呉

広

の

農

民

反

乱

の

混

乱

に

よ

り

完

成

し

な

か

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

陳

勝

・

呉

広

の

反

乱

が

無

け

れ

ば

４

号

坑

に

は

何

を

造

っ

た

だ

ろ

う

か

。

歩

兵

・

戦

車

・

騎

馬

兵

の

主

力

軍

の

１

号

坑

、

軌

道

部

隊

の

２

号

坑

、

指

揮

部

隊

の

３

号

坑

、 

こ

れ

で

軍

隊

の

必

要

部

隊

は

揃

っ

て

い

る

が

、

私

は

何

か

足

り

な

い

部

分

が

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

た

。

そ

う

だ

、

始

皇

帝

が

居

な

い

。

始

皇

帝

が

居

て

初

め

て

秦

帝

国

軍

隊

な

の

だ

。

４

号

坑

は

６

頭

立

て

の

馬

車

に

乗

っ

て

閲

兵

す

る

始

皇

帝

と

皇

帝

を

護

衛

す

る

近

衛

の

部

隊

を

創

造

す

る

予

定

で

あ

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。 

（

完

） 

 
 

 
 

平

成

２

８

年

１

０

月 

記 

参

考

文

献 

「

新

十

八

史

略

（

天

の

巻

）
」 

 
 

 

常

石 

茂

他 
 

河

出

書

房 

筑

摩

世

界

文

学

大

系

６
・
７
「

史

記Ⅰ

・

Ⅱ

」 

小

林

文

夫

・

小

竹

武

夫

訳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

筑

摩

書

房 

中

国

の

歴

史

０

３

「

フ

ァ

ー

ス

ト

エ

ン 

ペ

ラ

ー

の

遺

産 

秦

漢

帝

国

」 

 
 

 

鶴

間

和

幸 
 

 

講

談

社 

人

物

中

国

の

歴

史

４

「

長

城

と

シ

ル

ク

ロ

ー

ド

と

」 
 

司

馬

遼

太

郎 
 

集

英

社 

  
 

   


